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特
集
１　
「
終
わ
ら
な
い
」戦
争

い
て
い
が
失
敗
し
て
き
て
い
る
。
東
チ
モ
ー
ル
の

場
合
が
ま
れ
な
成
功
例
だ
が
、
そ
れ
は
介
入
前
後

に
「
平
和
主
義
」
の
運
動
が
国
際
的
に
も
幅
広
く

展
開
さ
れ
て
き
て
い
た
か
ら
だ
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
フ
イ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
革
命

的
な
政
権
変
革
も
、
今
は
、
市
民
の
手
に
よ
っ
て

非
暴
力
で
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

詳
し
く
は
論
じ
る
余
裕
も
な
い
が
（
詳
細
は
近
著

『
ひ
と
り
で
も
や
る
、
ひ
と
り
で
も
や
め
る
』〈
筑
摩
書
房
〉

で
書
い
た
）、
今
、
私
た
ち
日
本
の
市
民
が
す
べ
き

こ
と
は
、
せ
っ
か
ち
、
や
み
く
も
に
「
改
憲
」
を

論
じ
、
動
く
よ
り
、
あ
る
い
は
た
だ
「
護
憲
」
を

叫
ぶ
よ
り
、「
平
和
主
義
」の
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
、

い
か
に
日
本
が
「
良
心
的
軍
事
拒
否
国
家
」
と
し

て
「
市
民
的
貢
献
活
動
」
の
「
平
和
主
義
」
の
実

践
を
行
い
得
る
か
を
真
摯
に
考
え
、
論
じ
、
実
践

す
る
こ
と
だ
。
国
を
あ
げ
て
の
難
民
救
済
、
世
界

の
「
反
核
」
の
実
現
、「
途
上
国
」
の
債
務
の
軽
減
、

解
消
、
平
和
交
渉
の
仲
介
、
実
現
、
あ
る
い
は
個

人
の
「
良
心
的
兵
役
拒
否
」
と
組
み
合
わ
せ
て
の

若
者
達
の
災
害
救
援
─
─
な
す
べ
き
こ
と
は
山
と

あ
る
。
そ
れ
は
世
界
を
助
け
る
。
平
和
に
貢
献
す

る
。

＊
編
集
部
：
今
回
掲
載
し
た
文
は
、『
市
民
の
意
見
30
の
会
・

東
京
ニ
ュ
ー
ス
』
65
号
（
２
０
０
１
年
4
月
1
日
）
に

掲
載
さ
れ
た
小
田
実
「『
良
心
的
軍
事
拒
否
国
家
日
本
』

の
実
現
に
向
け
て
」
の
な
か
に
書
か
れ
た
３
本
の
内
の

一
つ
で
す
（
初
出
「『
良
心
的
兵
役
拒
否
国
家
』
を
め
ざ

そ
う
」
に
加
筆
し
た
も
の
。『
市
民
の
意
見
30
の
会
・
東

京
ニ
ュ
ー
ス
』
63
号
、
２
０
０
０
年
12
月
1
日
）。
小
田

が
「
良
心
的
軍
事
拒
否
国
家
日
本
」
の
実
現
の
た
め
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
立
ち
上
げ
の
呼
び
か
け
文
を
65
号
に
寄

稿
し
た
際
、「
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
」
と
し
た
も
の
で

す
。
小
田
は
「
震
災
か
ら
憲
法
を
見
る
と
、
二
十
五
条

（
生
存
権
、
国
の
生
存
権
保
障
義
務
）
も
危
な
い
。
一
条

～
八
条
の
天
皇
条
項
は
無
く
す
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

ま
ず
は
九
条
の
『
平
和
主
義
』
を
実
践
す
る
こ
と
が
最

も
大
切
だ
。」
と
も
呼
び
か
け
で
述
べ
て
い
ま
す
。

軍
拡
の
歴
史
か
ら
何
が
学
べ
る
の
か

山
田
　
朗

現
在
の
日
本
は
、
戦
後
最
大
の
軍
備
拡
張
期
に

入
っ
た
。
本
稿
で
は
、
戦
前
期
に
お
け
る
3
回
の

軍
備
拡
張
期
を
対
象
に
し
て
、
軍
備
拡
張
と
軍
事

同
盟
路
線
と
の
関
係
性
、
軍
備
拡
張
と
兵
器
開

発
、
軍
備
拡
張
の
帰
結
と
し
て
戦
争
に
つ
い
て
検

討
し
、
そ
こ
か
ら
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
が
何
を

汲
み
取
る
べ
き
な
の
か
を
考
え
た
い
。

日
本
近
代
史
に
お
け
る
顕
著
な
軍
備
拡
張
期

明
治
維
新
か
ら
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
敗
戦
ま
で

の
日
本
近
代
史
に
お
い
て
、
顕
著
な
軍
備
拡
張
の

時
期
が
3
回
あ
る
。
そ
れ
ら
の
時
期
の
一
般
会
計

に
占
め
る
軍
事
費
の
平
均
比
率
は
、
①
日
清
戦

争
と
日
露
戦
争
の
間
の
１
８
９
６
（
明
治
29
）
年

か
ら
１
９
０
０
年
の
5
年
間
が
46
・
9
％
、
②
第

２
次
世
界
大
戦
直
後
の
１
９
１
９
（
大
正
8
）
年

か
ら
１
９
２
２
年
の
4
年
間
が
46
・
2
％
、
③

日
中
戦
争
前
の
１
９
３
４
（
昭
和
9
）
年
か
ら

１
９
３
７
年
の
4
年
間
が
45
・
8
％
で
あ
る
（
山

田
・
１
９
９
７
、
10
－
11
頁
）。

①
の
時
期
は
、
仮
想
敵
を
ロ
シ
ア
に
定
め
、
イ

ギ
リ
ス
の
支
援
の
下
で
海
軍
力
の
急
速
な
増
強
が

進
め
ら
れ
た
。
日
露
戦
争
時
の
日
本
海
軍
の
戦
艦

6
隻
は
全
て
、
装
甲
巡
洋
艦
8
隻
の
う
ち
4
隻
は

最
新
の
イ
ギ
リ
ス
製
で
あ
っ
た
（
当
時
、
戦
艦
と
装

甲
巡
洋
艦
を
合
わ
せ
て
「
主
力
艦
」
と
言
い
、
海
軍
力
の

中
核
で
あ
っ
た
）。
こ
れ
ら
の
建
造
費
と
陸
軍
の
師

団
増
設
（
日
清
戦
争
時
の
8
個
師
団
か
ら
13
個
師
団
に
）

が
、
軍
事
費
を
全
体
と
し
て
押
し
上
げ
た
。

②
の
時
期
は
、
仮
想
敵
を
ア
メ
リ
カ
に
定
め
、

建
艦
競
争
を
挑
ん
だ
こ
と
に
よ
る
軍
事
費
の
膨
張

で
あ
る
。
１
９
１
８
年
に
改
定
さ
れ
た
「
帝
国

国
防
方
針
」
に
基
づ
き
「
主
力
艦
」
群
と
し
て

「
八
・
八
艦
隊
」（
新
鋭
の
戦
艦
8
隻
・
巡
洋
戦
艦
8
隻
）

の
完
成
が
目
指
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
１
９
２
１

年
度
の
一
般
会
計
に
占
め
る
軍
事
費
の
割
合
は
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特
集
１　
「
終
わ
ら
な
い
」戦
争

期
も
仮
想
敵
国
を
設
定
し
、
軍
事
力
の
抜
本
的
な

強
化
が
目
指
さ
れ
た
。

軍
事
同
盟
と
軍
備
拡
張
の
帰
結
は
何
で
あ
っ
た

の
か
。
①
の
時
期
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
日
露
戦

争
（
１
９
０
４
－
05
年
）
で
あ
る
。
日
本
は
、
イ
ギ

リ
ス
に
接
近
し
、
同
盟
を
結
ん
だ
こ
と
で
、
軍
事

力
構
築
、情
報
収
集
、戦
費
調
達
（
外
債
募
集
に
よ
る
）

な
ど
で
大
き
な
支
援
を
受
け
た
。
日
英
同
盟
無
く

し
て
は
日
本
は
日
露
戦
争
を
戦
え
な
か
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
（
山
田
・
２
０
０
９
、
220
－
225
頁
）。

だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
戦
略
に
利
用
さ
れ
た
面

も
大
き
い
。
日
本
は
、
ア
ジ
ア
で
軍
事
力
が
展
開

で
き
な
い
イ
ギ
リ
ス
（
南
ア
フ
リ
カ
の
ボ
ー
ア
戦
争
で

疲
弊
）
に
代
わ
っ
て
ロ
シ
ア
の
南
下
を
阻
止
す
る

役
割
を
担
わ
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
戦
略
は
、
ロ

シ
ア
を
疲
弊
さ
せ
、
露
仏
同
盟
を
麻
痺
さ
せ
て
取

り
込
み
、
ド
イ
ツ
を
抑
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
実

際
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
戦
中
・
戦
後
に
フ
ラ
ン
ス
・

ロ
シ
ア
を
取
り
込
み
（
三
国
協
商
の
成
立
）、
ド
イ

ツ
包
囲
網
を
完
成
さ
せ
た
。
他
方
、
日
本
は
、
日

露
戦
争
で
8
万
人
に
お
よ
ぶ
戦
死
者
を
出
し
、
戦

費
と
し
て
調
達
し
た
外
債
（
国
家
予
算
の
約
6
年
分
）

は
そ
の
ま
ま
大
き
な
負
債
と
し
て
残
さ
れ
、
そ
の

償
還
の
た
め
の
外
債
借
り
換
え
に
よ
っ
て
、
日
本

の
対
外
債
務
は
増
え
続
け
た
。

日
本
は
、
朝
鮮
半
島
と
遼
東
半
島
で
の
権
益
を

確
保
し
、
多
く
の
国
民
は
「
一
等
国
」
と
な
っ
た

と
思
い
込
ん
だ
が
、
人
的
犠
牲
の
故
に
、
大
陸
へ

の
執
着
が
強
ま
り
、
膨
張
・
侵
略
へ
の
道
か
ら
抜

け
出
せ
な
く
な
る
。戦
争
は
植
民
地
支
配
を
生
み
、

支
配
は
弾
圧
を
生
み
、
暴
力
は
国
内
に
も
持
ち
込

ま
れ
戦
争
反
対
派
の
弾
圧
へ
と
つ
な
が
る
（
韓
国

併
合
と
大
逆
事
件
は
同
じ
１
９
１
０
年
に
起
こ
る
）。
軍

事
同
盟
が
も
た
ら
し
た
歴
史
的
結
果
も
私
た
ち
は

直
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
の
時
期
の
軍
備
拡
張
の
帰
結
は
、
財
政
破
綻

の
危
機
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
海
軍
軍
縮
会
議
に

よ
っ
て
そ
の
危
機
は
回
避
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
、

英
・
米
・
日
の
主
力
艦
・
航
空
母
艦
の
保
有
比
率

（
ト
ン
数
）
を
5
：
5
：
3
に
し
た
こ
と
が
、
日
本

国
内
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
日
本
を
圧
迫
し

て
い
る
、
と
の
感
情
・
不
満
を
残
す
結
果
と
な
っ

た
。
１
９
３
０
年
に
も
補
助
艦
（
巡
洋
艦
・
駆
逐
艦
・

潜
水
艦
）
の
分
野
で
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
が

締
結
・
批
准
さ
れ
た
が
、日
本
海
軍
内
で
は
か
え
っ

て
軍
縮
反
対
派
の
勢
力
が
強
ま
り
、
１
９
３
４
年

に
当
時
の
斎
藤
実
内
閣
は
海
軍
軍
縮
条
約
か
ら
離

脱
を
決
定
し
、
そ
の
結
果
、
１
９
３
６
年
末
を

も
っ
て
軍
縮
条
約
は
失
効
し
、
１
９
３
７
年
1
月

1
日
か
ら
世
界
は
再
び
無
制
限
の
建
艦
競
争
時
代

と
な
っ
た
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
帰
結
し
た
軍
備
拡
張

③
の
時
期
の
軍
備
拡
張
の
帰
結
は
、
第
2
次
世

界
大
戦
で
あ
る
。
だ
が
、
１
９
３
０
年
代
半
ば
以

降
の
世
界
的
軍
備
拡
張
が
、
一
直
線
に
世
界
大
戦

49
・
0
％
に
ま
で
達
し
、
財
政
破
綻
の
危
機
に
直

面
し
た
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
の
締

結
（
１
９
２
２
年
）
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
か
た
ち
と

な
っ
た
。

③
の
時
期
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ソ
連
を
仮
想
敵
と

し
て
、
１
９
３
６
年
末
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ロ
ン
ド

ン
両
海
軍
軍
縮
条
約
の
失
効
に
備
え
て
の
海
軍

力
・
航
空
戦
力
の
拡
張
準
備
と
満
州
に
駐
屯
す
る

関
東
軍
の
増
強
の
た
め
に
多
額
の
軍
事
費
が
投
入

さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
軍
備
拡
張
が
進
展
し
始
め
た

時
期
に
勃
発
し
た
の
が
、
盧
溝
橋
事
件
（
１
９
３
７

年
7
月
）
に
端
を
発
し
た
日
中
戦
争
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
日
中
戦
争
の
開
始
に
よ
っ
て
、
日
本
の

軍
備
拡
張
は
新
た
な
段
階
に
進
む
こ
と
に
な
る
。

軍
事
同
盟
と
軍
備
拡
張
の
帰
結

近
代
日
本
の
軍
備
拡
張
の
3
つ
の
時
期
に
共
通

し
て
い
る
の
は
、
軍
事
大
国
へ
の
接
近
や
軍
事
同

盟
が
背
景
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
①
の
時

期
は
、
世
界
の
超
大
国
イ
ギ
リ
ス
へ
の
接
近
、
そ

し
て
日
英
同
盟
の
締
結
（
１
９
０
２
年
）。
②
の
時

期
は
、
日
英
同
盟
の
末
期
（
日
英
同
盟
は
１
９
２
３

年
に
廃
棄
さ
れ
る
）
に
あ
た
る
。
③
の
時
期
は
、
ド

イ
ツ
へ
の
接
近
、
日
独
防
共
協
定
（
１
９
３
６
年
）

か
ら
日
独
伊
三
国
同
盟
（
40
年
）
へ
と
傾
斜
し
始

め
る
時
期
で
あ
る
。
軍
事
大
国
に
接
近
し
た
り
、

軍
事
同
盟
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、共
通
の
「
敵
」

に
対
抗
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
時
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特
集
１　
「
終
わ
ら
な
い
」戦
争

に
発
展
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
日
中
戦
争
と
日
独

伊
三
国
同
盟
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
が
結
び
つ
く
こ

と
で
日
本
の
世
界
戦
争
参
戦
へ
と
つ
な
が
る
の
で

あ
る
。

１
９
３
０
年
代
半
ば
以
降
の
世
界
的
な
軍
備
拡

張
の
最
大
の
要
因
は
、
海
軍
軍
縮
条
約
の
失
効
に

あ
る
が
、
１
９
３
１
年
に
日
本
が
満
州
事
変
を

起
こ
し
、「
満
洲
国
」
を
建
国
し
て
力
に
よ
る
国

際
秩
序
の
現
状
変
更
を
始
め
、
世
界
恐
慌
下
の
世

界
を
さ
ら
に
不
安
定
化
さ
せ
た
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
日
本
が
１
９
３
３
年
に
、
自
ら
が
常
任
理
事

国
で
あ
っ
た
国
際
連
盟
か
ら
の
脱
退
を
通
告
す
る

と
、
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
も
そ
れ
に
続
き
、
国
際

連
盟
の
秩
序
維
持
機
能
は
低
下
し
た
。
ま
た
、
ソ

連
の
経
済
建
設
に
伴
う
軍
備
拡
張
と
１
９
３
５
年

の
ド
イ
ツ
の
再
軍
備
宣
言
は
、
欧
米
諸
国
を
陸
軍

力
・
空
軍
力
の
拡
張
へ
と
向
か
わ
せ
た
。

そ
の
よ
う
に
世
界
的
に
軍
備
拡
張
の
機
運
が
高

ま
る
中
で
勃
発
し
た
の
が
日
中
戦
争
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
１
９
３
７
年
7
月
に
盧
溝
橋
事
件
が
起
こ

る
よ
り
も
前
に
、
す
で
に
日
本
海
軍
は
ポ
ス
ト
軍

縮
時
代
の
新
型
戦
艦
・
航
空
母
艦
の
建
造
準
備
を

整
え
て
お
り
、
同
年
11
月
に
は
「
大
和
」
型
戦
艦

1
番
艦
を
呉
海
軍
工
廠
に
お
い
て
、12
月
に
は「
翔

鶴
」
型
航
空
母
艦
1
番
艦
を
横
須
賀
海
軍
工
廠

に
お
い
て
起
工
し
た
（
と
も
に
１
９
４
１
年
に
完
成
）。

ま
た
、
同
じ
く
海
軍
は
、
5
月
に
次
世
代
艦
上
戦

闘
機
の
性
能
ス
ペ
ッ
ク
を
盛
り
込
ん
だ
「
十
二
試

帯
攻
略
の
た
め
の
南
方
作
戦
に
有
力
な
空
母
部
隊

を
派
遣
し
な
く
て
も
地
上
基
地
か
ら
発
進
す
る
航

空
部
隊
だ
け
で
作
戦
が
可
能
に
な
っ
た
。そ
れ
は
、

日
本
海
軍
の
既
成
戦
略
に
は
な
か
っ
た
空
母
全
力

に
よ
る
真
珠
湾
攻
撃
と
い
う
新
戦
略
を
実
行
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
軍
拡
の
流
れ
の
中
で
起

き
た
兵
器
の
大
き
な
質
的
転
換
が
新
戦
略
を
台
頭

さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
山
田
・

２
０
１
５
、
100
－
103
頁
）。

軍
拡
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と

戦
前
の
事
例
で
見
る
限
り
、
軍
事
同
盟
下
の
急

激
な
軍
拡
の
結
末
は
戦
争
か
財
政
破
綻
（
の
危
機
）

で
あ
り
、
同
盟
相
手
で
あ
る
軍
事
大
国
の
戦
略
に

利
用
さ
れ
る
か
、
振
り
回
さ
れ
る
危
険
性
と
隣
り

合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
規
模
な
資
金
投
入

を
伴
う
継
続
的
な
軍
備
拡
張
は
、
既
成
戦
略
を
追

い
越
し
た
兵
器
体
系
を
生
み
出
し
、
そ
の
兵
器
が

新
た
な
戦
略
、
場
合
に
よ
っ
て
は
極
め
て
危
険
な

戦
略
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

今
日
の
日
本
の
軍
事
費
の
増
加
と
軍
備
拡
張
の

内
実
を
見
る
と
、
自
前
の
「
抑
止
力
」
の
中
核
と

な
る
敵
基
地
攻
撃
能
力
（
長
射
程
の
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・

ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
開
発
・
配
備
）
の
保
有
を
進
め
て
い

る
。
こ
れ
は
、「
専
守
防
衛
」
と
い
う
既
成
戦
略

を
追
い
越
す
兵
器
体
系
で
あ
り
、
憲
法
９
条
が
禁

ず
る
「
武
力
に
よ
る
威
嚇
」
に
相
当
す
る
も
の
で

戦
艦
計
画
要
求
書
」（「
十
二
試
艦
戦
」
と
は
昭
和
12
年

度
に
試
作
を
始
め
る
艦
上
戦
闘
機
と
い
う
意
味
で
、
後
の

い
わ
ゆ
る
零
戦
の
こ
と
）
を
競
争
試
作
企
業
で
あ
る

三
菱
重
工
業
と
中
島
飛
行
機
に
提
示
し
て
い
た

（
堀
越
・
１
９
８
２
、
132
頁
）。

こ
の
よ
う
に
軍
備
拡
張
の
準
備
が
整
い
、
さ

ら
に
軍
事
費
が
必
要
な
と
き
に
日
中
戦
争
が
起

き
、
軍
備
拡
張
に
さ
ら
な
る
拍
車
が
か
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
１
９
３
７
年
9
月
に
臨
時
軍
事
費
特

別
会
計
（
臨
時
軍
事
費
）
が
設
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
臨
時
軍
事
費
は
、
通
常
の
一
般
会
計
予
算
と

は
全
く
別
枠
で
、
公
債
を
原
資
と
し
て
設
定
さ
れ

た
。
１
９
３
７
年
の
一
般
会
計
軍
事
費
は
、
約

12
億
３
、６
８
４
万
円
だ
っ
た
が
、
同
年
の
臨
時

軍
事
費
は
約
20
億
３
、４
０
０
万
円
で
あ
り
、
軍

事
費
総
額
は
前
年
の
一
般
会
計
軍
事
費
の
２
・
６

倍
に
も
達
し
た
の
で
あ
る
。

軍
拡
と
兵
器
開
発
に
多
額
の
資
金
が
注
ぎ
込
ま

れ
る
と
、
兵
器
性
能
は
向
上
し
、
従
来
の
戦
略
を

追
い
越
す
よ
う
な
兵
器
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
典
型
事
例
が
、
１
９
４
０
年
に
完
成
し

た
海
軍
の
零
式
艦
上
戦
闘
機
（
零
戦
＝
ゼ
ロ
戦
）
で

あ
る
。
零
戦
は
補
助
タ
ン
ク
も
含
め
る
と
、
単
発

の
戦
闘
機
で
あ
り
な
が
ら
３
、０
０
０
㎞
以
上
の

飛
行
が
可
能
で
あ
っ
た
（
他
国
の
同
規
模
戦
闘
機
の

約
2
倍
）。
こ
れ
は
、
台
湾
か
ら
発
進
し
て
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
空
襲
し
て
、
ま
た
台
湾
に
戻
れ
る
航
続
距

離
（
爆
撃
機
の
護
衛
が
で
き
る
）
で
あ
り
、
資
源
地
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「
終
わ
ら
な
い
」戦
争

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
兵
器
体
系
を「
島
嶼
防
衛
用
」

と
称
し
て
、南
西
諸
島
な
ど
に
配
備
す
る
こ
と
は
、

緊
張
を
さ
ら
に
激
化
さ
せ
、
中
国
と
の
不
毛
の
軍

拡
競
争
に
繋
が
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
日
本
と

中
国
の
軍
拡
競
争
は
、
周
辺
諸
国
へ
の
軍
拡
の
連

鎖
を
生
み
出
し
、
ア
ジ
ア
か
ら
中
東
に
及
ぶ
広
大

な
地
域
の
緊
張
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
に
も
な
ろ

う
。私

が
館
長
を
務
め
る
明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸

研
究
所
資
料
館
で
も
11
月
22
日
か
ら
来
年
5
月
末

ま
で
企
画
展
「
日
本
が
戦
争
に
な
っ
た
と
き
︱
軍

拡
の
時
代
と
秘
密
戦
︱
」
を
開
催
し
、
軍
拡= 
戦

争
準
備
が
社
会
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
し
ま
う
の

か
、
考
え
る
材
料
を
提
供
す
る
予
定
で
あ
る
。

【
出
典
・
参
考
文
献
】

堀
越
二
郎
・
奥
宮
正
武
『
零
戦
』（
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
、

１
９
８
２
年
）

山
田
朗
『
軍
備
拡
張
の
近
代
史
』（
吉
川
弘
文
館
、

１
９
９
７
年
）

山
田
朗
『
世
界
史
の
中
の
日
露
戦
争
』（
吉
川
弘
文
館
、

２
０
０
９
年
）

山
田
朗
『
近
代
日
本
軍
事
力
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、

２
０
１
５
年
）

南
塚
信
吾
・
油
井
大
三
郎
・
木
畑
洋
一
・
山
田
朗
『
軍
事

力
で
平
和
は
守
れ
る
の
か
：
歴
史
か
ら
考
え
る
』（
岩
波

書
店
、
２
０
２
３
年
）

（
や
ま
だ
・
あ
き
ら
／
明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資

料
館
長
）

私
は
昭
和
二
十
年
一
月
十
日
に
香
川
県
観
音
寺

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
の
実
家
が
あ
る
疎
開
先
で

す
。私
の
父
は
そ
の
時
は
満
州
に
出
征
し
て
お
り
、

翌
年
の
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
六
日
戦
病
死
し
ま

し
た
。
正
確
な
死
に
場
所
も
確
定
で
き
な
い
と
こ

ろ
で
戦
病
死
し
ま
し
た
。
三
十
八
歳
の
若
さ
で
し

た
。父

は
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東
京
芸
術
大
学
）
日

本
画
科
卒
業
後
、
母
と
結
婚
し
講
談
社
の
挿
絵
や

雑
誌
の
出
版
な
ど
で
活
躍
し
た
よ
う
で
す
。

私
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
父
が
い
な
い
の
で
片
親

だ
っ
た
事
を
そ
う
不
自
然
に
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ま
わ
り
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
と
同
情
さ
れ
ま

し
た
。

私
が
イ
ヤ
だ
っ
た
の
は
兄
弟
が
女
性
ば
か
り
。

姉
が
三
人
い
て
男
は
末
子
の
自
分
一
人
だ
っ
た
こ

と
で
す
。
上
か
ら
の
お
さ
が
り
が
す
べ
て
女
性
も

の
で
赤
い
カ
サ
で
小
学
校
へ
行
く
と
い
じ
め
っ
こ

か
ら
、
オ
ン
ナ
、
オ
ン
ナ
と
冷
や
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
訳
で
父
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
と
い
え

ば
、
父
が
出
征
前
に
言
い
残
し
た
、
子
供
が
男
の

子
だ
っ
た
ら
征
輝
に
、
女
の
子
だ
っ
た
ら
征
子
に

と
の
名
前
ぐ
ら
い
で
す
が
、
こ
の
名
前
も
い
ま
だ

無
言
館
に
所
蔵
さ
れ
た
父
の
絵

藤
川
征
輝

に
好
き
に
な
れ
ま
せ
ん
。
父
と
の
関
係
が
家
族
で

深
か
っ
た
の
は
母
に
次
い
で
長
女
で
す
が
、
十
三

歳
で
終
戦
を
迎
え
父
を
亡
く
し
て
い
ま
す
。
戦
後

こ
の
長
女
と
母
と
で
家
族
を
支
え
て
く
れ
ま
し

た
。
長
女
と
し
て
戦
後
、
父
の
話
が
あ
ま
り
出
な

い
の
を
さ
び
し
く
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
ど

こ
か
ら
か
聞
い
て
き
た
無
言
館
に
、
父
の
絵
を
展

示
し
て
も
ら
お
う
と
手
続
き
し
た
よ
う
で
す
。

私
は
正
直
言
っ
て
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
の

で
す
が
姉
に
誘
わ
れ
て
無
言
館
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
う
言
う
私
も
多
少
は
父
の
血

を
引
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
武
蔵
野
美
術
大

学
を
卒
業
し
て
そ
の
後
、
美
術
に
か
か
わ
っ
て
居

り
ま
す
。
無
言
館
の
縁
を
作
っ
て
く
れ
た
長
女
も

ち
ょ
う
ど
十
年
前
に
他
界
し
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
家
族
と
無
言
館
へ
行
き

再
び
父
の
絵
を
改
め
て
じ
っ
く
り
見
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。	

（
ふ
じ
か
わ
・
ゆ
き
て
る
）

＊
編
集
部
：
藤
川
征
輝
様
の
父
・
藤
川
武
男
氏
の
絵
「
無

題
」
は
本
誌
１
９
８
号
表
紙
と
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し

た
。
藤
川
征
輝
様
か
ら
１
９
８
号
の
表
紙
絵
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
藤
川
様
に
ご
寄
稿
を
お
願

い
い
た
し
ま
し
た
。


	



